
装置故障が発生する前の予兆を検知し、お客様体感品質(QoE)を低下させ
ないプロアクティブ保守を実現し、快適なネットワークを提供する 

ネットワークデータをリアルタイムに収集し、様々なAI技術を活用して分析するシステムを構築 

膨大なネットワークデータから予兆を示す特徴を学習させ、検知モデルを作成 

従来は検知困難であった装置故障によるスループット低下事象を自動検出 

 

故障予兆検知の高度化に加えて、適用範囲を「サービス品質の可視化」や「サービスの自動復
旧」へ拡大し、品質低下を感じさせないネットワークの実現をめざします。  

～リアクティブ保守からプロアクティブ保守によるQoEの追求～ 

AIによる快適なネットワークの提供 

AI 

快適 

不満 

時間 

＜相関崩れ検出技術＞ ＜データ分類技術＞ 

監視業務へ応用 

予兆検知の対象装置拡大/精度向上 

警報情報 

作業履歴 

トラヒック 

Deep 
Learning 等 

線形重回帰分析 等 

措置業務へ応用 

障害予兆 

故障予兆検知の高度化 

AI技術・ネットワークデータを組み合わせ可能なPFを構築 

ネットワークデータ 

＜エリア毎問い合わせ状況＞ ＜トラヒックデータ＞ 

スループット低下事象を検出し 
保守者へアラーム通知 

サービス品質の可視化 

QoS 
情報 

接続構成 

サービス毎に品質状況 
を可視化し、影響範囲 
を迅速に把握 

異常検知 

影響エリア 

アラーム通知 

サービスの自動復旧 

故障 

チルト角の自動制御等により、 
故障局を救済し、サービス継続 

NW機器ログ 
装置ログ  

シナリオ 
対話技術 等 

トラヒック 

接続構成 
QoS情報 

ログ情報 
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